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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　To　promote 　 a　 student 　 s　 decision　 making 　 ability 　 and 　 an 　 assessment 　 skill，　 computer 　 assisted 　 instruc−

tions （CAI）contained 　multimedia 　devices　have　been　developed　as　an　 effective 　teaching　materials ．　We　re−

peatedly　tested 　 teaching 　 materials 　 by　 designing，　 inventing，　 and 　evaluating 　 in　 a 　 context 　 of 　a 　rapid 　proto −

typing 皿 ethod 　until 　to　 complete ．　As　a 　result ，　we 　constructed 　a　basic　teaching　templates　with 　which 　pro−

totypes 　 cou 玉d　 be　 applicable 　 to　 other 　 nursing 　 subjects ．　 Health　assessment 　 of 　 breast　 was 　 chosen 　 as 　 a 　 con −

tent　of 　this　prototype ．　A 　system 　of 　this　prototype　was 　consisted 　by　four　modules 　including　a 　materials

Inaking ，　a　display　for　task　selection ，　and 　learner　s　history　as　 well 　 as 　thesaurus　for　 nursing 　 and 　 medi −

cal 　terms 、　Taken　together
，
　CAI　materials 　have　been　 completed 　with 　equipped 　following　functions．

（1） be　able 　to　add 　and 　modify 　a 　new 　knowledge　and 　information．
（2）　be　able 　to　choose 　a　task　and 　get　a　feedback　in　an 　apPropriate 　to　a　lear丑 er 　s　readiness ．

（3）　understandable 　and 　explanatory 　functions　one 　by　one ．

（4） be　able 　to　assure 　one 　s　own 　history　for　the　amount 　and 　the　time　required 　of　learning，
（5） be　able 　to　search 　for　medical 　and 　nursing 　words 　and 　knowledge．

Key 　 words ： Health−assessment （ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト），　 CAI ，　 Multimedia （マ ル チ メデ ィ ア ），
Nursing　education （看護教育），　 Fundamentals 　of　nursing （基礎看護学）

は じめ に

　看 護 の 基本的な 機能 と は，看 護 の 対象 とな る人 （対

象者）の 知的あ るい は身体的な能力を，健康の 維持や

回復 に 向けて 可能な限り活か す こ とで ある
1）

。
こ の よ

うな看護 の 機能を発揮す るに は，看護者が専門家とし

て提供す る サービ ス につ い て独自の判断を下し う る こ

と が重要 と な る 。 そ こ で ，基礎看護学 で は 「ヘ ル ス ア

セ ス メ ン ト」を，bio−psycho−social （生物 ・j亡・理 ・社

会学的）な 視点に 基 づ い た人 々 の 健康や健康状態 ・行

動に つ い て の 知識及びそ れ らに 基 づ い た包括的な判断

能力 の 育成の
一

環 として 位置づ けて い る 。

　ヘ ル ス ア セ ス メ ン トの 授業 ・演習で は，表 1の よう

な講義内容 に基づ い て，VTR や ス ラ イ ドに よ る人体

の 構造 ・機能，栄養 ・代謝等 の 基本的知識の レ ビ ュ
ー

を行 う。さ らに，そ れ に 伴 っ た観察 ・測定法と診査技

法等の デ モ ン ス トレ
ー

シ ョ ン に よ り学習を進めて い る。

しか し，観 る ・聞 く。触 る こ とを通 じて 認知 ・思考 ・

試行 ・ 統合とい っ た学習者 の Tria1＆ Errorに よ る

知識 ・技術を修得す る に は ， 今まで の よ うな一方的な

授業形態で は限界 が あ り，学習者主体 （学習者の 五感

を駆使す る ような） の 教育方法 の 導入が必要 で あ る。

　看護教育にお い て もCAI教材の 開発が なさ れ そ の 有

効性が示されて お り
2）　”’5）

， 双方向的あ る い は能動的

な学習を可能に するマ ル チ メ デ ィ ア，とりわけコ ン ピ ュ
ー

タ を導入 した CAI （Computer　Assisted　Instruction）
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表 1　 ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト講義 内容

1 ヘ ル ス ア セ ス メ ン トとは （イ ン タ ビ ュ
ー，視診 触診，聴診，デ

ー
タの 分析と統合と判断）

2 組織 へ の 酸素 供給 が十分 で あ る （心 臓血 管系 ・呼吸器 系 の ア セ ス メ ン ト）

3 望 ま しい 姿勢。体位を保っ （骨格筋肉系 の ア セ ス メ ン ト）

4 正 常に 知覚 ・認知 す る （脳 神経系 の ア セ ス メ ン ト）

5 正 常に 知覚 ・認知 し，望 ま しい姿勢 え を保っ （運 動機能の ア セ ス メ ン ト）

6 活 動 。体 氤の ア セ ス メ ン ト （覚醒 と睡眠 の パ タ
ー

ン ，サ
ー

カ デ ィ ァ ン リズ ム ）

7 危 険 を避 け，感染 へ の 抵抗 力 を持 っ （皮 膚 ・リンパ 系 （乳房）。頭皮 ・毛髪の ア セ ス メ ン ト）

8 必要な栄養素をと り食事を楽 しむ （栄養 と食事の ア セ ス メ ン ト）

9 水電解質の バ ラ ン ス を 保 つ

10 排泄す る （腎臓泌尿器系 ・消化器系の ア セ ス メ ン ト）

11 総合演 習

に よ る教育方法 の 開発 に着手 し， 以 下の よ うな 目的に

よ り研究を行 っ た。

研究の 目的

　本研究は， 文字だ けでなく音声や画像等の マ ル チ メ

デ ィ ア を利用す る こ と に よ り， リア リテ ィ に 富ん だ学

習者主導型 の CAI教材の 開発 と導入 を試 み る こ とで ，

ヘ ル ス ア セ ス メ ン トの 教育効果 を考察す る こ と を 目的

と して い る。本紀要 におい て は，CAI教材 の テ ン プ レ
ー

ト構築へ むけて の第 1段階として ， 教材プ ロ トタ イ プ

を作成した の で そ れ を 報告す る 。

方　　法

　 1） ヘ ル ス ァ セ ス メ ン トCAI 教材 の プ ロ ト タ イ プ 開

発

　基礎看護教育 に お け る マ ル チ メ デ ィ ア 型 CAI教材開

発を， ヘ ル ス ア セ ス メ ン トの 授業内容 に 即 して 行 う。

　開発過程 は 図 1 に 示す通 りで あ り ， 「レ ピ ッ ド ・ プ

ロ トタ イ ピ ン グ （Rapid　 Prototyping）」 手法を用 い

る 。　「レ ピ ッ ド・プ ロ トタ イ ピ ン グ」 と は，詳細に渡

る仕様を決め る前に ， 短期間で大まかな試作 （プロ ト

タイプ）を作 り上 げ， そ の プ ロ トタイ プを実際に 動か

して 形成的評価 を 行 い な が ら，具体的 な細部 の 詰 め や

変更点の 検討を行 っ て い く開発手法
6 ）

で あ る。 こ の 手

法を用 い る こ とで，「設計」「プ ロ ト タ イ プ開発」 「形

成的評価」 と い う三 っ の 開発段階を何回 も繰り返 しな

が ら教材内容が 吟味され徐々 に 完成 に 近づ い て い くこ

とに な る 。 具体的な開発手順を以下に示す 。

　　 （1）ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト教授内容構成の 検討

（2） プ ロ トタ イ プ用CAI教材 テ
ー

マ の 設定

（3） シ ナ リオの 作成

（4）教材開発上の 役割分担

（5）教材画面作成

（6）形成的評価 （開発メ ン バ ー内）

国
↓

プロ トタイプ

　　開発

1
◎

的

−
噸

設

図

囲

図 1　 開 発 遺 程

　 2） オー
サ リ ン グ環境

　本 シ ス テ ム の ハ ー
ド ウ ェ ア 構成を図 2 に示す 。 開発

シ ス テ ム の 中核に は ，
ビ デ オ入力機能を持ち，マ ル チ

メ デ ィ ア デ ータを扱う こ と の 可能な Macintoshを使用

す る 。 周辺機器 と して イ メ
ージ ス キ ャ ナ （画像取 り込

み 装置）を備 え る。

　 ソ フ トウ ェ ア は，CAI 教材を開発する た め の オーサ

リン グ ッ
ール と して HyperCard （ア ッ プ ル コ ン ピ ュ

ー

タ （株））を使用 し，文字や 図形，音声，映像 な どを

デ ジ タ ル データ と して
一

元的に処理 す る 。 動画は ， ビ

デ オ シ ス テ ム か ら Macintosh上 で 映像 と音声を扱う
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静止画像の 取 り込み

画 像 の 加工
・圧縮

図 2 ハ
ー

ド ウ ェ ァ 構 成

た め の 標準規格で あ る QuickTimeを使用 して 取 り込

み，編集す る。図や 静止画豫 は イ メ
ージ 処理 ツ ール で

あ るAdobe　Photoshop　3．0 （（株） シ ス テ ム ソ フ ト ）

を用 い ，イ メ
ージ ス キ ャ ナ か ら フ ル カ ラーで取 り込み，

図形処理 を行 う。 静止画像 デ
ー

タ は，ResEdit （ア ッ

プ ル コ ン ピ ュ
ータ （株））とい う リ ソ

ー
ス ・エ デ ィ タ

ソ フ トに よ り，HyperCard の リ ソ ース フ ォ
ー

ク 内 に

格納する 。 開発す る た め の ス ク リ プ ト言語 と して は

HyperTalk を 使用す る 。

　 3） シ ス テ ム の 概要

　これまで の 看護教育用 の CAI は，老人看fff） や 基礎

看護技術
8）

と い っ た よ う に，あ る
一

定 の 単元 に 焦点 が

あて られ ， 限られた知識を学習す る と い う形態が と ら

れて い る。

　看護学教育で は ， 人体の 解剖 ・生理 か ら始まり，医

学や生化学，栄養学，公衆衛生学， 看護学の 各論 な ど

さ まざまな分野に わ た る知識 の 教授 が 必要 と な る 。 看

護 を実践 す る上 で は ， 各内容を そ れ ぞ れ に 独立 した形

で 理解 して い くの で はな く，関連する知識や内容を相

互に統合させ なが ら理解して い くこ とが重要で ある。

　本 シ ス テ ム は，図 3の よ う な教材作成 ，課 題 選 択提

示，説明提示，学習履歴 の 各 モ ジ ュ
ー

ル （基本単位）

を 構成 し ， 各 モ ジ ュ
ール か ら，看護 。医学用語辞書部

に ア ク セ ス す る方式
9）を と る こ と に よ り，系統的な 看

護学習支援シ ス テ ム として確立する。 教材 の シ ス テ ム

 

 
図 3　 モ ジ ュ

ール 構成

を モ ジ ュ
ール 化す る こ と の 利点 は，各 モ ジ ュール を 自

由 に 組 み合わ せ る こ と に よ り，個別 の 学習過程 に お い

て ，個々 に あ っ た柔軟な学習支援が可能に なる。 こ の

こ とは開発者の 立場 か らい え ば，開発作業の 分担化が

容易 に な る と い う利点 が あ る。さ ら に，本シ ス テ ム は，

作成 ・追加 した モ ジ ュ
ール を， 蓄積 ・データ ベ ー

ス 化

する こ とに よ り， 将来的 に
， 学習者 が 学習単元 を越え

て ，随時個 々 の 学習 に 必要な デ
ータ ベ ース あ る い は，

知識や情報に ア ク セ ス する こ と を可能に す る と い う特

筆すべ き特徴 を持 っ て い る
。 各 モ ジ ュ

ール の 機能 は 表

2 の 通 りで ある。
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表 2　各モ ジ ュ
ー

ル の 機能

モ ジ ュ
ール 機　　　　　　　　能

教 材作成 モ ジ ュ
ール

指導者の 意図す る教材を組み立て 作成 す る機能 を持つ 。看護 の 技

術 的 な学 習 に効 果的 な動画 や音声 を も含 み，新 しい情報や知識の

追加 ・修正 も容易に行え る 。

課 題 選 択 モ ジ ュール
学習者の 学習 レ ベ ル に 応じた課題を選択 した り，学習者 へ の フ ィ

ー
ドバ

ッ ク を行 う機能 を持 っ 。

説 明 提 示 モ ジ ュ
ール

学習の要望に応 じ，言語 ・画像情報を利用 して，了解性の 高い，
適切 な説 明 をス モ ール ス テ ッ プ で 提 示 す る機能 を 持つ 。

学 習 履 歴 モ ジ ュール

学習経過や 学習所要時間の 記録，提示を行う機能を持つ
。

開発 者側で は シ ス テ ム の 評 価，学 習者側 で は自己評価 に 利 用で き

る。

看 護 。医学用 語 辞書部
看護や 医学に 関す る用語 や 知識 を記述，提示 す る辞書 部で あ る。
各 モ ジ ュ

ール か ら必 要に応 じて検索，参照を行 う。

結　　果

　本CAI教材は ， 本学 2年次開講予定時期で あるヘ ル

ス ア セ ス メ ン ト の 授業 と平行 して 効果的 に 行 え る よ う

に設計 した 。 教材開発を進め る上 で 重要な点は， 教員

が学生 に 教え た い内容をCA 正教材の中に容易に反映で

きる こ とで あ る 。 今回 は そ の 第一段階と し て ， 将来，

ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト以外 の 他教科目 に も適用可能な

CAI 教材の テ ン プ レ ート （鋳型）構築へ 向けて の
， 教

材プ ロ ト タイプ の 開発 に 取 り組 ん だ 。 その た め，教授

内容が多岐に わた る こ とな く限定され， 教材の構成が

行い や す い もの として ，
ヘ ル ス ア セ ス メ ン トの 講義 の

中で ，特 に 「乳房 の ヘ ル ス ア セ ス メ ン ト」を取りあ げ

る こ とに した。図 4 に その 学習内容をフ ロ
ーチ ャ

ート

で 示す 。

　学習画面 は 1枚 の カードを 1単位と して，ハ イ パ ー

テ キ ス トで 構成 して い る 。
ハ イ パ ー

テ キ ス トと は，

「コ ン ピ ュータ に保存され て い る テ キ ス トの あ る部分

を，他の 部分と 1丿ン クする機能
）゚

」で あり，そ の 概念

図を図 5に示す 。 教材を ハ イ パ ー
テ キ ス トで 構成す る

こ と に よ っ て ，学習項目を全て可逆的に リ ン ク で き ，

学習単元 を越え て関連する項目へ の 自由な学習が可能

 
　 　 　 　 No

　 S団

Ti皿 ● s豊●r奪

タイ トル 　 「ヘ ル ス ア セス メ ン ト亅

榛作の 説明

　 　 　 　 　 　 「●odb ●ok

項 目遍択

　1〜6
鳶o

1 3 4 5　　 　　 6

解翻 ・生理 　 疫 学的青景
リスクファ クター

イ ンタ ビュ
ー法　　身体 アセ ス メン ト　　 自己眇査法　 　 属口

闘o

篤0

譲 了 ？

　 τ1皿 ●B 瓰 4
学習履謄の紀鎌

E

図 4　学　習　の　流　れ
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図 5　 ハ イパ ーテ キ ス トの 概念

出画 ：蟻 駄 ロA 閣．WtekeAM ，一 人 惨 購 脚 イ ， ス ト

　 1準  匿よりee −・鱒 置 ・訓 蚤行 し噌 膕 し 危 ，

図 6　学習開始画面

幽 負 ：緲 卩A 酬，WteNak 鬮．一 人 脯 繝 イ ，スト

　 倖 孚頗 に よ り ■帽 匡・脳 ■ 胃↓噌 鬮』隠，

図 7　解剖生理学習画 面例

に な る とい う利点がある。

　こ こ で，本CAI 教材 の 構成とその 機能 に っ い て述べ

る 。 ま ず，学習 は図 6 の よ うな開始画面で 始 まり，こ

基礎看護学に お ける CAI 教材開 発　　13

出負 ：　　　　　　 ．へ 尉 ■膣 撃 ■ 胃ビ7オ1自グ ，ム

　 7イワ釦 ル ア 暫 ス メン ト・鳳翼  眇詈 e −■ 璽

図 8　 動画 画面例

図 9　ス モール ス テ ッ プ学習画面例

こ で 学習 の 進め方を説明する。ス タートボ タ ン を ク リ ッ

クす る と学習所要時間 の カ ウ ン トが 始 まり，エ ン ド ボ

タ ン の ク リ ッ クで．学習所要時間 と学習履歴を記録す

る D

　学習項目をあらか じめ提示 して お くこ とに よ り， 効

率的な学習進行を図る 。

　教材 は，画像や音声な ど の マ ル チ メ デ ィ ァ を 用 い ，

で きる だけイ ン タ ラ ク テ ィ ブ （双方向的）な学習が で

きる ように設計 した 。 イ ラ ス トや画像を 用 い た 画面例

を 以 下 に記す。図 7 は，解剖生理を学習す る画面 で あ

り，こ の 図 は米国A ．D ，A ．M ．　Software社の AD ．A ．M ．

Comprehensiveの 人体解剖 イ ラ ス トか ら，必要 な部分

を選択 し，合成 ・ 編集を行 い，利用 した もの で あ る 。

こ の図は，カ ラ
ー

の イ ラ ス トで わ かりやす く，かつ 立

体感 が あ る 。 ま た ， 学習者が 図中の 器官 の 部分 を ク リッ

クす る こ とに よ り，そ の 名称が表示さ れ，解剖学 の 学
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　 　 　 　 　 　 乳房 のアセ ス メン ト

ー

囮

槲
・1咀 　層糊 昌

・1
丿 ス ク 7799 鹽

　イ ン 9 ビ呂一　ア セ ス メ ン ト 「藍　臼uat 璽IEL

エ ス トロ ゲン 〔● Sttv●en ） ：

　 　動窃に 莞情を起こす物質で ．ス テ ロ イ ド構造を もつ 卵塵ホル

　 　 モ ンで ある．卵果 の 発育 卵駈
・
虞 熟 卵胞

・
費＃ な どか ら分 漣

　 　 され ．その 絶 副 腎皮 質や 胸餓か らも分泌 され る ．体内で分 泌
　 　 され るエ ス トロ ゲン の 代 妻前 な もの は ．エ ス トラジ オール

　 　 で 、そ の 代謝臓物にエ ス トロ ン
・

エ ス トリオー
ルがある。主

　 　 な作用は子宮そ の値の 女粧性器の発育の儷遭．第二 次性傚の
　 　 発規．子富 内贋 の増 殖．廬上皮細 胞 の増 殖．角 化作 用．性 中’
　 榴 の 間騒 に逆作用 して 性 臓刺激 ホ ル モ ン 分泌 に 影響 を 与 え

　 　 る。り 乳贋

あ 程　　か 疔　　さ 「丁　　 塵蝉　　 な『t　　ほ野　　 戯 〒　　？脅？　　 ら行　　 わ柵

図10　看護 ・医学 用語辞書例

図11　学習履歴例

習 を 可 能 にす る 。 図 8 は，乳 房の 自己診 断 法 に つ い て ，

そ の方法を学習す る場面 で あ る。VTR 教材
11）か ら必

要 な 画面を抽出 し，QuickTimeを用 い て コ ン ピ ュ
ー

タ内に動画 （音声も含む）デ ータ と して 取 り込 ん だ 。

講義資料と して 紙面で 提示 して きた もの も， イ メ
ージ

ス キ ャ ナ で コ ン ピ ュ
ータ 内に 取 り込 み，カ ラー化 し て

表示 した 。

　能動的 な 学習を喚起するた め，ス モ
ー

ル ス テ ッ プ学

習の 概念を取り入れ た 。 図 9 は ， あ らか じめ 情報を隠

蔽 して お き，学習者 の マ ウ ス ク リ ッ ク に よ り，学習 を

進 め て い く画面例で あ る 。 学習項目を ス モ
ー

ル ス テ ッ

プ で小刻み で段階的に提示す る こ と は，学習者の反応

（解答または思考）に対 して即時的な フ ィ
ードバ

ッ ク

を行 う こ とに っ なが り，学習者の 知識の レ ベ ル や学習

速度に合わせた学習が進行す る こ とに な る 。

　図10は看護 ・ 医学用語辞書の 例で あ る Q 基礎看護学

の 教科 目は，学生が 学 ぶ 最初 の 看護専門科目で ある こ

とに留意 しなけ れ ばな らな い
。 そ の た め ， 学習を進 め

て い く上 で は，看護 や 医学 の 専門用語 の 知識 も必要 に

な る 。 本 シ ス テ ム で は，学生 の レ デ ィ ネス を考慮 して，

わか りに くい と思わ れ る用語に
“
？
”

マ ークの ボ タ ン

を設定 し，必要に 応 じて 参照す る こ とを 可能 に す る 。

　また，本 シ ス テ ム は学習履歴機能をもつ
。 記録項目

は，学習日時，学習開始及び終了時刻 学習所用時間，

学習 ペ ージ か らな る。図 11に 学習履歴例を示す。学習

履歴か らは ， 学習時間や ， 学習者が好ん で選択す る学

習項 目を 推察 す る こ とが で き る た め，開発側 と して は，

学習者 の ニ
ーズを把握 し， その 結果 ，

シ ス テ ム の 改善

に利用す る こ とが で きる 。 学習者側 として は ， 学習し

た経過 を知る こ と が で き，自己学習計画 を た て る こ と

を可能に する。

考 察

　看護学は ， 専門的知識の 学習 だ けで な く，技術的 な

学習 も必要不可欠 で ある。技術 の 学習に は，従来で は，

VTR を中心 とす る視聴覚教材が利用され て きた 。 し

か し， こ れ らの ビデ オ教材は内容が 記述的，羅列的で

あ り，受動的な学習に なりがちで ある。 しか も，ビデ
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オ テ
ープ等 を用 い ると，必要な情報を入手するに はテ

ー

プ の 巻 き戻 しや ， 早送 りな ど に時間 が か か る ， と い っ

た 問題 点 も生 じ る 。 テ レ ビ の チ ャ ン ネ ル が，ダ イ ヤ ル

式か らボ タ ン タ ッ チ式 に な っ たよ うに，教材 に お い て

も， 情報を即 座 に 入手で きる と い う こ と は，効率的学

習 を行う上 で 重要で あ り，マ ル チ メ デ ィ ア を利用 した

CAI 教材 の 利用効果 は高 い 。

　今回，我 々 は ， 画像や音声な ど の マ ル チ メ デ ィ ァ を

利用 し，基礎看護教育 に お ける ヘ ル ス ア セ ス メ ン トの

CAI教材の プ ロ トタイ プ を作成した 。 効果的 な学習は，

学習者 の 能力 だ けに 依存す る の で は な く，教員が い か

に 学習者 の 能力を最大限に引き出すかとい うこ とも大

い に 関係する 。 我々 の 目指す とこ ろ は ， 教員自身が教

授 しよ う とする内容を ， 学生 に わ か りや す くサ ポ ー ト

する た め の 媒体と して の CAI教材開発で ある。 っ まり，

そ こ に は，教員か ら学生 に 対 して，何を学 ん で 欲 しい

の か，と い う メ ッ セ ージ が 込 め られ る こ と に な り，た

だ 単 に 学習者 の 自己学習 の み を 支援す る もの で は な く，

教員と学生 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が含ま れ る こ とに な

る。

　我 々 は，本研究を通 じて看護教育に お い て もマ ル チ

メ デ ィ ア 型CAI教材を利用 す る こ と が 以下 の 点 で 有効

で あ る の で は な い かと考える。

（1）文字だけで な く，音声 ・映像 ・図形 な どの デ
ー

タを活用 す る こ と に よ り， 人体の 解剖 ・生理 や，ヘ ル

ス ア セ ス メ ン ト の 手技 ・手法な ど を わ か りや す く学習

で き る。

（2 ）様 々 な デ
ー

タ が，デ ジ タ ル デ
ータ と して

一
元的

に コ ン ピ ュ
ー

タ 内に 取 り入れ られ て い るの で，過密 な

看護教育カ リキ ュ ラ ム に お い て も， 少ない 学習時間で

効率良 く学習で き る 。

（3）学習者の ス ケ ジ ュ
ー

ル や進度 に合わせ た自己学

習が 可能 で あ る た め ， 教授者の 都合に左右され ず， 学

習が で きる 。

（4）学習方法の 新鮮さか ら， 学習者に学習 テ
ー

マ へ

の 関心を高 め させ，学習意欲を増大 させ る。

（5）教材内 データ の リニ ュ
ー

ア ル が可能 な ため，新

しい情報に柔軟に対応で き ， 教材の改善が容易に で き

る 。

　看護教育CAI教材開発 に お け る問題点として ， 看護

教員 の 自作教材を開発す る た め の コ ン ピ ュ
ー

タ技術 に

関す る専 門的知識の 欠如が あ げ られ る 。
こ の 問題 を解

決す る ため に，教員 の 情報 リテ ラ シ
ー教育の 必要性が

基 礎看 護学 に お ける CAI 教 材開発 　　15

指摘 され，看護教育CAI教材作成研修会等 も行 われ て

い る
’2〕 ’3＞

。 我 々 は ， CAI教材 の テ ン プ レ ートを 開発 す

る こ と に よ り，コ ン ビ a
一

タ の 専門的知 識を もた な い

教員 で も，必要 な デ
ー

タを用意す るだ けで 簡単 に 教材

と して 利用で きるの で は な い か と考え る 。

まとめ

　今回 は ，本CAI 教材を開発す る た め，以下の よ うな

教授内容の 構成を教材作成モ ジ ュ
ール に お い て 提示 し

た 。

　 1）新 しい 知識 ・情報 の 追加および修正

　 2）学習 レ ベ ル に応 じた課題 の 選択とフ ィ
ードバ

ッ

　　ク機能

　 3）了解性の高い適切な説明機能

　 4）学習経過 ・学習所要時間 の 履歴機能

　 5）看護 や 医学 に 関 す る辞書 ・検索機能

　今回開発した プ ロ トタ イ プ の 形成的評価を繰 り返 し

な が ら，ヘ ル ス ア セ ス メ ン トの 教授 に 必要な各 モ ジ ＝
一

ル の 機能を確認す る こ と が我 々 の 今後の 課題 と して 残

され て い る 。 同時に t 確認され た結果に基づ き， 教育

に 使用可能 な モ ジ ュ
ール を よ り洗練 し，完成 され た も

の と し，系統的看護学習支援 シ ス テ ム の テ ン プ レ
ート

作成 の た め の 理論構築 の
一助と した い。 その た め に は t

教授 した 知識 の 確認 テ ス ト及 び 批判的思考力 テ ス ト

（critical 　 thinking　 appraizal ） を引用 し た判断能力

測定法 の 開発 。実施 ・分析を行 い，CAI教材 の 内容分

析 と教育効果 の 関係 を 明 らか に して い くつ も りで あ る 。

　本研究 の
一

部 は平成 8年度神戸市看護大学共同研究

費 の 助成 を受け て 実施した もの で あ る 。
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